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降
雨
量
に
よ
く
注
意
す
る

排
水
溝
の
掃
除
な
ど
は
事
前
に

り

本
紙
前
号
(
六
月
一
日
発
行
)
で
、
近
づ
く
雨
期
に
備
え
て
市
の
災
害
対
策
に

雨期の被害を防ぐには

思
い
ま
す
。

大村市政だ、よ

つ
い
て
和
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

一
昨
年
の
水
害
の
経
験
で
も
大
部
分
の
人
が

降
雨
量
と
い
う
と
と
は
余
り
考
え
ず
、
河
川
の
水
位
だ
げ
に
注
意
し
て
、
乙
れ

く
ら
い
は
大
丈
夫
と
思
い
込
ん
で
、
急
に
水
位
が
増
大
し
た
た
め
避
難
の
暇
が

な
く
、
大
災
害
を
受
け
た
例
が
多
い
の
で
、
降
雨
量
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ん
が

知
識
宇
一
新
た
に
し
て
い
た
だ
い
て
被
害
の
軽
減
に
つ
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

(毎月 1悶.10日.20日.発行}

雨
量
と
災
害
の
関
係

昭和34年 6月 10日
(昭和33年4Jl22日第三種郵便物認可)(一)
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。転宅などで水道わ使用開始、

または中止される場合はすぐ水道

課事務所 (三城町九州肥料前)ま

で印鑑巻持って届出てください。

中止の際は前納金を返還します。

(水道課)

。 ま ないたの洗い方=まない た

の生臭 いのは、いやなものです。

との臭気を抜くためには、米ヌカ

でみがくと取れます。また猷類の

臭味の場合は重曹で洗います.平

生 はへちまをぬらしてしぼり、そ

れでふきとればきれいになります.

ミ
リ
以
上
が

一
時
間
以
上
つ
づ

く
と
き
は
、
河
川
が
は
ん
ら
ん

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
の
乙
と
は
そ
の
地
形
、
地

域
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
各
地
域
ご
と
に
従
来
の

経
験
を
参
考
に
し
て
、
ど
の
程

度
ま
で
は
大
丈
夫
か
、
ど
の
程

度
に
な
っ
た
ら
危
険
か
、
ど
の

程
度
に
な
っ
た
ら
避
難
を
し
た

ら
よ
い
か
、
な
ど
を
関
係
者
が

現
地
で
協
議
決
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
.

そ
の
時
々
の
気
象
情
報
に
よ

く
注
意
し
て
、
現
在
ま
で
の
降

雨
量
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

危
険
地
区
て
は
あ
か
防
め
準
備
を

被
害
の
防
止
、

経
;成

ラ
ジ
オ
の
雑
音
を

な
〈
し
ま
し
ょ
う

長
崎
電
波
雑
音
対
策
協
議
会
で

は
、
各
種
電
気
機
器
の
普
及
に
伴

っ
て
、
ラ
ヲ
オ
、
テ
レ
ビ
の
受
信

妨
害
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま

す
の
で
、
乙
の
改
善
を
は
か
る
た

め
、
九
州
電
波
監
理
局
、

N
H

K
、
民
放
、
九
州
電
力
、
全
ラ

が
予
祖
さ
れ
ま
す
が
、

と
れ
ら
一
本
県
で
は

日
比
自
然
の
環
境
や
、
事
前
の
気
一

ω毎
時
十
ミ
リ
ず
つ
一
昼
夜

二

百

る

お

そ

れ

が

あ

り

ま

す

か

九

千

雨

量

安

売

関

係

に

つ

い

て

象

状

態

に

よ

っ

て

も

異

な

り

ま

一

四

十

ミ

リ

の

雨

に

対

し

て

は

耐

分

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

震

で
の
大
ま
か
な
基
準
は
つ
ぎ
ず
。

一
え
ら
れ
ま
す
が

一

つ
ぎ
の
点
に
よ
く
注
意
し
て
被
一
お
す
べ
り
の
お
そ
れ
が
あ
る
地

の

と

お

り

で

す

。

一

例

毎

時

八

十

ミ

リ

で

ゴ

一

時

間

連

続

一害

の

防

止

、

軽

織

に

努

め

て

く

さ

一

市

で

は

つ

ぎ

の

十

一

カ

所

に

雨

①一一
百
ミ
リ
か

ら

、

が

け

く

ず

れ

川

は

旬

、リ

三

時

間

違

一

の
雨
に
対
し
て
は
耐
え
る
乙
と

一さ
い。

」

区

は
、
井
一
戸
水
の
濁
り
や
、
地
量
観
測
を
依
頼
し
て
い
ま
す
の

一

一

一

割

な
ど
に
注
意
し
て
、
関
係
当

な

ど

か

な

り

の

災

害

続

降

雨

の

場

合

危

険

一

が

で

き

ま

せ

ん

一

ωが
け
の
近
く
ま
た
は
石
垣
な
ど
一

で
、
連
続
雨
量
が
七
十

ミリ、

②
一一一
百
J
か
ら
は
、
学
ペ
リ

一
ωと
と
に
二
百

ρ
以
上
の
降
雨
一

の
端
に
建
築
し
て
い
亀
合一

周
と
も
緊
密
に
連
絡
し
て
災
害
}
時
間
の
雨
量
が
三
十
ミ
リ
に

な
ど
か
な
り
大
規
模
な
災
害

河
川
の
「
は
ん
完
」
は
降
雨
一
が
あ
る
と
乙
ろ
へ

、
毎
時
雨
量一

は
、
大
量
の
雨
が
降
り
つ
つ
く
一

に
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
還
し
た
と
き
、
総
雨
量
が
百

⑦
四
百
ミリ
か
ら
は
、
大
地
す
べ
の
度
合
が
大
き
く
影
響
し
ま
一

三
十
ミリ

以
上
が
二
時
間
以
一

と
、
が
け
や
石
垣
喪

の

土

砂

が

一

ぅ

。

を

、リ
を
哩
え
、
な
お
降
雨
が
あ

り
、
山
津
波
な
ど
甚
ベ
な
災

害

す

。

一

上
、
ま
た
は
毎
時
雨
量
五
十
一

水
分
を
含
ん
で
急
激
じ
く
ず
れ
一例
出
水
は
ん
免
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
一
時
間
毎
に
大
量

一
ム
申
込
方
法
米
穀
通
帳
お
よ
び
一

一

国
庫
債
券
と
回
鑑
持
参
の
う
え

引

揚

者

の

更

生

資

金

吾

債
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
一
国
債

を

担

保

に

一

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

:

一曹
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
申
請
一
生
業
資
金
を
貸
付

一

ぃ
。
(
申
込
書
は
福
祉
事
務
所

借

受

に

県

が

保

証

一曹
は

福

祉

蓄

を

器

レ

て

あ

一

一

に
車
ち
で
あ
り
ま
す
)

・
l

一り
ま
す
)

一引
揚
者
国
庫
債
券
場
担
保
に
し
て
一

ム
貸
付
金
額
貸
付
額
は
国
庫
慣

長
崎
県
で
は
引

警

の
白
基
金
付
の
対
象
一
ム
貸
付
額
、
貸
付
期
間
国
債
の
互
業
資
金
が
貸
付
け
ら
れ
ま
す
の

一

券
蓄
に
記
載
し
て
あ
る
元
金

生
を
促
進
す
る
た
め
、
本
館
四
月
一

引
揚
者
国
庫
債
券
の
受
付
妻
一
宋
償
還
金
お
よ
び
償
還

問

内
に
一
で
希
望
者
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
一
残
額
の
九
割
で

一
世
帯
五
万
円

一
日
長
崎
県
引
揚
喜
一
史
資
産
一
け
た
者
で
生
活
因
調
者
、
高
令
者
一

お
い
て
県
知
事
が
定
め
る

一
A
貸
付
の
対
象
的
生
活
困
窮
者
一
以
内

務
保
証
条
例
帯
制
定
し
て
、
引
揚
一
ま
た
は
母
子
家
庭
の
世
帯
員
で
申
一

ム
利
率

先

分

一

望
者
、
母
子
家
庭
、
七
二
二
A
貸
付
期
限
、
裂
の
期
限
五

者
で
更
生
資
金
借
受

f
対
し
一
号
日
ま
で
引
続
き
六
カ
月
以
上
一
貸
付
資
金
に
は
割
当
に
限
度
が

一
五
水
害
被
災
者
等
で
他
か
ら
生

一

カ
年

需

産

六
分

て
、
県
が
そ
の
債
務
帯
保
証
す
る
一
長
崎
県
に
住
居
を
写
る
者
で
国
一
あ
り
ま
す
の
で
申
込
者
全
部
長
一
業
資
金
の
借
入
れ
が
困
難
な
者
一
菜
、
貸
付
資
金
に
は
割
当
に

と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
更
生
一
債
に
記
名
さ
れ
て
い
る
者

一付
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
一

ム
申
込
期
目
黒
字
四
空
ハ
一
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込

資
金
借
受
希
望
者
は
申
込
ん
で
く
一
ム
申
込
期
凶
六
月
二
十
二
日
ま
一

な
お
く
わ
し
い
と
と
は
福
祉
事
一
月
二
十
二
日
ま
で

一

者
全
部
に
貸
付
け
が
で
き
な
い

だ

さ

い

。

一

で

福

祉

事
務
所
へ

一町内
所
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
一

ム
申
込
方
法
米
穀
通
帳
お
よ
び
一

場
合
も
あ
り
立
す
。

る
区
域
や
高
潮
な
ど
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
区
で
は
、
種
物
の
流

失
そ
の
他
の
災
害
に
備
え
て
建

物
の
周
囲
に
堅
固
な
棚
杭
を
打

っ
と
か
、
ま
た
は
題
物
を
地
盤

に
緊
結
ず
る
な
ど
の
防
災
措
置

を
施
し
ま
し
ょ
う
。

小
川
雨
水
の
排
水
が
速
や
か
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
敷
地
内
の
下
水
溝

は
も
ち
ろ
ん
、
付
近
の
道
路
、

側
溝
な
ど
を
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
掃
除
を
十
分
に
す
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

雨

量

観

浪11

連
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
六
月
中

を
「
ラ
ジ
オ、

テ
レ
ビ
雑
音
一
掃

月
間
」

と
し
て
全
九
州
に
わ
た
っ

て
、
と
の
運
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
雑
音
で
お

困
り
の
方
は
、
近
く
の
放
送
周
、

九
州
憶
力
、
ラ
ジ
オ
商
な
ど
へ
申

出
て
い
た
だ
く
よ
う
同
協
議
会
で

は
希
望
し
て
い
ま
す
。

(
庶
務
課
)

察
署
、
市
役
所
へ
通
報
し
て
も

ら
い
ま
す
。

国
鉄
で
は

一と
ど
も
の
い
た
ず
ら
と
判
明
し
て

鉄
道
妨
害
事
一保
輸
相
者
に
注
意
レ
た
も
の
が
百
六

故
防
止
に
つ

一十
五
人
も
あ
り
ま
す
。

い
て
常
に
憲
一

鉄
道
は
広
い

地
域
に
ま
た
が

一り
、
開
放
的
で
あ
る
た
め
、
線
路

を
用
い
、

一
一一を

通
っ
た
り
、
線
路
に
石
を
な
ら

般
の
協
力
を

一
、
一べ
た
り
、
列
車
に
石
を
投
げ
た
り

呼
び
か
け
て

一一す
る
乙
と
が
事
故
発
生
の
大
き
な

い
ま
す
が
、

一一原
因
と
な
っ
て
お
り
、
列
車
の
安

毎
年
六
、
七

一全
運
転
を
お
び
や
か
し
、
乗
客
の

月
ご
ろ
の
農
一死
儲
な
ど
不
幸
な
結
果
を
招
い
て

繁
期
か
ら
夏
一い
ま
す
。

休
み
に
か
け

一
お
互
い
に
安
心
し
て
楽
し
い
旅

て
、
乙
れ
ら

一行
を
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
と
と
に

の
事
故
が
増

一協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
「
鉄
道
の
一ム
線
路
通
行
は
身
の
破
滅
で
す
か

交
通
道
徳
向
上
運
動
」
の
一
環
と

一

ら
ぜ
ひ
や
め
ま
し
ょ
う
。

し
て
強
力
に
事
故
防
止
運
動
を
く
一ム
踏
切
り
は
必
ず
立
止
ま
り
、

左

り
ひ
ろ
げ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま

一
右
の
安
全
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

す

一ム
列
車
に
投
石
し
た
り
、
線
路
に

一

置
石
す
る
と
と
な
ど
は
殺
人
行

間
和
三
十
三
年
度
申
門
司
鉄
道
一一

為
で
す
。
と
ど
も
の
い
た
ず
ら

管
理
局
管
内
の
妨
害
事
故
発
生
件
一

一

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

教
は
七
百
五
十
件
で
、
と
の
う
ち
一一

(

大
村
駅
)

市
教
育
委
員
会

で
は
、
教
育
の
方

法
や
マ
ス
・
コ
ミ

の
手
段
と
し
て
、

極
め
て
効
果
的
な

視
聴
覚
教
育
を
普

及
す
る
た
め
、
映

写
機
操
作
技
術
講
習
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
い
ま
す。

十六ミリ映写機の

操作技術講習会

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

A
場
所

大
村
市
中
央
公
民
舘

ム
内
容

①
映
写
機
の
構
造
原
理

②
映
写
機
の
操
作
と
修
理

A
講
師
県
社
会
教
育
課
主
事

ム
受
講
者
三
十
名

〈
資
料
代

主

十
円
程
度

ム
申
込
六
月
↓
九
日
ま
で
社
会

教
育
課
へ
申
込
む
に
と

ふ
十
六
ミ
リ
映
写
技
術
免
許
証
が

取
得
で
き
る

(
市
教
委
)

一二浦
申
学
校
、
鈴
田
中
学
校
、

萱
瀬
小
学
校
、
東
大
村
小
学

校
、
萱
瀬
ダ
ム
、
葛
婿
園
芸
分

場
、
松
原
小
学
校
、
警
察
署
、

気
象
通
報
所、

五
ケ
原
、
市
役

所水
位
観
測
所
と

河

川

水

位

郡
川
、
大
上
一
戸
川
に
つ
ぎ
の
と

お
り
水
位
観
測
所
を
設
け
ま

す。危
険
水
位
〔
(
)
〕
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

郡
川
H
鬼
橋

(
ニ
・
七
一
日
川
)

福
童
橋
(
三
・
五

M
川
)

大
上
戸
川
H
本
堂
川
橋
(
一
・

五

釘

)

(

消

防

本

部

)

ム
期
H

六
月
二
十
一
日

(
H
)

予
備
苗
代
の
準
備
と

昭
和

甘

し

ょ

は

早

く

植

付

け

る

一

一

一

十

t
R

本
紙
前
号
(
六
月
ご
ま
す
の
で
、
農
作
物
の
水
害

対

策

四

年

一

と

の

た

び

県
で
は
中
小
企
業
者

以

U

日
発
行
)
で
お
知
ら
せ
一
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
単
備
を
し
て
万
一
度
国
民
健
康
保
険
税
五
月
期
の
滞
一
の
な
か
で
製
品
や
原
材
料
の
試
験

肘
し
ま
し
た
と
お
り
、
長
室
期
し
て
く
だ
さ
い

一納
分
に
対
し
六
月
二
十
日
付
で
督
一
分
析
施
設
を
も
た
な
い
た
め、

不

伺

器

禁

雲
雲
の
一
①
回
H
予
備
苗
代
を
準
備
し
て
、
一
促
状

Zす
予
定
で
す
。
督
促
状
一
霊
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
の
不
便

一

一

一

を

な

く

す

る
た
め
、
分
析
希
望
者

3
一
ム
盈
三
カ
月
の
天
気
予
一
救
援
苗
(
付
苗
)
を
備
蓄
し
て
一
巻
出
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
督
促
一

乃

一

色

一

一

か

ら

委

託

を

受

げ

て

鉱

に

業

製

品

G
報
で
は
、

本

年

の

梅

雨

一

く

だ

さ

い

。

一

手
数
料
を

一
通
に
つ
き
二
十
円
、
一
お
よ
び
原
材
料
の
試
験
分
析
の
あ

刊

は

陽

性

号

、
七
月
笠
宮
日
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
一
そ
の
ほ
か、

百
円
に
つ
き
い
歩
一
三
っ
せ
ん
業
務
室
月

一
日
か
ら
取

州

山

め
ζ
ろ
周
地
的
に
大
雨
一
雨
で
土
が
流
れ
ま
す
の
で
、

早
一
銭
の
延
滞
金
お
よ
び
延
湖
加
算
金
一
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

幽
窟
が
降
り
、
八
月
に
は
台
一
く
甘
し
ょ
を
植
付
げ
て、

土
の
一
ぞ
徴
般
し
ま
す
の
で
、
未
納
の
万
一
く
わ
レ
い
と
と
は
商
工
水
崖
観

風
の
接
近
が
予
組
さ
れ
一
流
失
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
一
は
急
い
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

へ
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

安全宏明るい旅行を

線路遇行や置石はやめましよう

五
月
分
保
険
税

滞
納
に
督
促
状

鉱
工
製
品
な
ど
の
試

験
分
析
を
あ
っ
せ
ん

立
木
伐
採
の

県
で

は
第
一

次
伐
採

許
可
申
請
の
分
は
四
月
一
日
付
で

そ
れ
ぞ
れ
許
可
し
て
通
知
し
ま

し
た
が
、
森
林
区
実
施
計
画
に
定

め
ら
れ
た
伐
採
立
木
伐
積
の
許
容

限
度
に
達
し
な
か
っ
た
森
林
区

が
あ
り
、
そ
の
許
容
限
度
の
残
量

を
六
月
一
目
付
で
公

表
し
ま
レ

た
の
で
、
伐
採
希
望
の
人
は
伐
採

許
可
申
請
書
を
六
月
三
十
日
ま
で

森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
を
経
由

し
て
県
林
業
改
良
指
導
員
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
と
と
は

農
林
課
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

(農
林
課
)

申
請
を
受
付

大

村

空

港

設

置

を

告

示

運
輸
省
は
五
月
十
六
日
付
運
輸

省
告
示
第
二
百
三
十
六
号
で
大
村

空
港
の
般
慣
に
つ
い
て
告
示
し
ま

し

た

。

(

庶

務

課

)

「パ
パ
j

1
〈け
M

A
受
理
月

日
落
し
物
一

p
t
{
j
t
jd
日
5
月
1

日
現
金
千
円

(
千
円
札
一
枚
)

ム
1
日
腕
時
計

一
個
(
女
物
金
バ

ン
ド
付
)
A
3
日
腕
時
計
一
個

(
男
物
十
型
金
バ
ン
ド
付
)
A
3

日
腕
時
計
一
個
(
男
物
皮
バ
ン
ド

付
)
ム
4
日
腕
時
計
一
個
(
男
物

金
バ
ン
ド
付
)
ム
9
日
現
金
千
円

(
千
円
札
一
枚
)
A
M
日
現
合
千

円
(
千
円
札
一
枚
)
ム
日
日
現
金

三
千
円
(
千
円
札
三
枚
)
ゐ
同
日

現
金
千
百
五
十
円

(
千
円
札

一、

百
円
札
一
、
五
十
円
貨
一
枚
)

ム
口
日
腕
時
計
一
個

(
金
色
十

型
)
A
M
日
現
令千一一
一百
円
(
五

百
円
札

て

百
円
札
八
枚
)
ム

m

日
ゴ
一千
五
山
円
(
千
円
札
一
二
、
五

百
円
札
一
枚
)
A
m
日
現
金
八
千

円
(
千
円
札
八
枚
)

以
上
い
ず
け
い
も
現
金
は
県
支
金

問
、
品
物
は
大
村
瞥
察
署
じ
保
管

し
て
あ
り
ま
す。

(大
村
瞥
察
署
)
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